
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の公共事業の計画立案の優先順位付
けに係わる複数の要因毎の評価値を該複数の公共事業毎
に書き込み可能な第１の格納手段に入力する工程と、こ
の複数の要因毎の評価値を第１の格納手段から読み出し
てデータ包絡分析法を用いて該公共事業毎に該複数の要
因毎の評価値とそれに対するウエイト値の積の和として
定義される該公共事業毎の比率尺度をそれぞれ最大化す
る解析により最適なウエイト値と比率尺度を求め該比率
尺度を第３の格納手段に入力する工程（以下、本願明細
書の特許請求の範囲においては、本工程を「データ包絡
分析法を用いて解析する工程」という。）と、この第３
の格納手段から該比率尺度を読み出して表示及び／又は
出力する工程と、前記データ包絡分析法を用いて解析す
る工程で用いた前記複数の要因のうち１の要因を選択す

る工程と、該データ包絡分析法を用いて解析する工程で
フロンティアを構成する公共事業として抽出された公共
事業に係る該選択された要因の評価値と該データ包絡分
析法を用いて解析する工程で求められた最適なウエイト
値の積として定義される影響度を該抽出された公共事業
毎に第４の格納手段に入力する工程と、この第４の格納
手段から該影響度を読み出して表示及び／又は出力する
工程とを有することを特徴とする公共事業計画立案支援
方法。
【請求項２】  複数の公共事業の計画立案の優先順位付
けに係わる複数の要因毎の評価値を該複数の公共事業毎
に書き込み可能な第１の格納手段に入力する工程と、こ
の複数の要因毎の評価値を第１の格納手段から読み出し
てデータ包絡分析法を用いて該公共事業毎に該複数の要
因毎の評価値とそれに対するウエイト値の積の和として
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